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人
口
約
三
五
万
を
擁
す
る
ス
マ
ト
ラ
の
都
市
パ
レ
ン
バ
ン
は
、
南
ス
マ
ト
ラ
州
の
州
都
で
あ
り
、
華
僑
の
多
住
す
る
商
業
都
市

で
も
あ
る
。
か
つ
て
こ
の
都
市
は
、
七
世
紀
か
ら
一
一
世
紀
に
か
け
て
ス
マ
ト
ラ
、
マ
ラ
イ
半
島
と
ジ
ャ
ワ
に
ま
た
が
る
か
な
り

の
領
域
を
支
配
し
た
シ
ュ
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
海
洋
王
国
の
首
都
と
し
て
繁
栄
を
誇
っ
た
。
ま
た
こ
こ
は
、
第
二
次
大
戦
中
、
石
油

資
源
を
求
め
て
日
本
軍
の
落
下
傘
部
隊
が
降
下
し
た
地
で
も
あ
っ
た
。

　
ス
マ
ト
ラ
は
ジ
ャ
ワ
と
比
べ
る
と
イ
ス
ラ
ム
の
強
い
所
で
、
北
部
の
ア
チ
ェ
ー
や
西
部
の
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
は
、
ジ
ャ
ワ
の
人
々

に
言
わ
せ
る
と
。
フ
ア
ナ
テ
ィ
ッ
ク
（
狂
信
的
）
・
イ
ス
ラ
ム
〃
の
土
地
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
南

ス
マ
ト
ラ
も
敬
虔
な
ム
ス
リ
ム
の
地
と
言
え
よ
う
。

　
昨
年
九
月
一
五
日
よ
り
三
ケ
月
に
わ
た
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
調
査
（
責
任
者
・
今
水
清
二
広
島
大
学
教
授
）
の
期
間
中
、
一
〇
日
間
程
パ

レ
ン
バ
ン
に
滞
在
し
、
イ
ス
ラ
ム
の
史
跡
や
古
文
書
等
を
調
べ
た
。
加
え
て
、
筆
者
の
分
担
研
究
テ
ー
マ
は
ム
ス
リ
ム
社
会
の
近
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代
化
運
動
で
あ
っ
た
の
で
、
イ
ス
ラ
ム
改
革
団
体
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
（
M
u
h
a
m
m
a
d
i
y
a
h
）
の
パ
レ
ン
バ
ン
支
部
を
訪
れ
、
そ
の
活

動
状
況
を
調
査
し
た
。

　
本
橋
は
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
運
動
に
つ
い
て
パ
レ
ン
バ
ン
で
取
材
・
見
聞
し
た
事
柄
の
ご
く
大
雑
肥
な
報
告
で
あ
る
。

一
、
パ
レ
ン
バ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
化

　
海
洋
国
家
シ
ュ
リ
ー
ヅ
ィ
ジ
ャ
ヤ
で
は
、
イ
ン
ド
か
ら
の
影
響
に
よ
り
仏
教
が
栄
え
た
。
イ
ン
ド
に
仏
典
を
求
め
て
旅
し
た
唐

憎
義
浄
も
、
そ
の
帰
路
こ
こ
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
シ
ュ
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
の
衰
退
と
共
に
仏
教
も
勢
い
を
失
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

や
が
て
次
第
に
イ
ス
ラ
ム
化
さ
れ
て
ゆ
く
。
パ
レ
ン
バ
ン
に
イ
ス
ラ
ム
教
が
い
つ
頃
伝
来
し
た
の
か
、
詳
し
い
事
は
ま
だ
分
っ
て
　
　
4
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

い
な
い
け
れ
￥
４
ｙ
一
〇
世
紀
に
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
居
住
地
が
あ
っ
た
と
の
記
録
が
あ
る
の
で
ヽ
そ
れ
以
前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
゜
　
　
一

ア
ラ
ビ
ア
や
ペ
ル
シ
ア
、
イ
ン
ド
の
ム
ス
リ
ム
商
人
が
イ
ス
ラ
ム
を
伝
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
推
測
さ
れ
る
が
、
イ
ス
ラ
ム

の
本
格
的
な
布
教
に
つ
い
て
は
、
一
五
世
紀
の
初
め
、
マ
ラ
イ
半
島
の
西
岸
に
建
設
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ム
王
国
了
フ
ッ
カ
の
影
響
が

大
き
い
。
マ
ラ
ッ
カ
王
国
は
シ
ュ
リ
ー
ヴ
ジ
ャ
ヤ
衰
退
の
後
、
了
フ
ッ
カ
海
峡
を
通
過
す
る
東
西
交
易
船
の
中
継
基
地
と
し
て
繁

栄
し
た
海
洋
王
国
で
あ
る
が
、
こ
の
海
峡
を
挾
ん
で
地
理
的
に
も
近
い
パ
レ
ン
バ
ン
と
は
緊
密
な
関
係
を
保
つ
。
ュ
ス
フ
・
ア
ブ

ド
ゥ
ラ
ー
・
プ
ア
ル
の
書
い
た
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ヘ
の
イ
ス
ラ
ム
の
伝
来
』
に
よ
る
と
、
了
フ
ッ
カ
か
ら
の
パ
レ
ン
バ
ン
ヘ
の
イ

ス
ラ
ム
の
本
格
的
な
布
教
が
な
さ
れ
た
の
は
、
一
五
世
紀
初
頭
の
こ
と
で
あ
り
、
一
回
一
四
年
に
マ
ラ
ッ
カ
王
が
イ
ス
ラ
ム
に
改

宗
し
て
後
、
ム
ス
リ
ム
商
人
達
が
パ
レ
ン
バ
ン
を
訪
れ
、
交
易
と
イ
ス
ラ
ム
の
布
教
に
従
事
し
た
、
と
し
て
い
る
。



南スマトラ・パレンバンにおけるムハマディヤー運動の現状

墓の外観スルタン
１

スルタン・マフムード・バダルツディン1世の墓
２

　
さ
て
、
パ
レ
ン
バ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
化
を
見
る
場
合
に
も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
ジ
ャ

ワ
と
の
関
連
で
あ
る
。
シ
ュ
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
衰
退
後
、
パ
レ
ン
バ
ン
は
ジ
ャ
ワ
の

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
王
朝
マ
ジ
ャ
パ
イ
ト
の
支
配
下
に
は
い
る
。
ジ
ャ
ワ
に
イ
ス
ラ
ム
を
伝

え
た
と
さ
れ
る
九
聖
人
（
W
a
l
i
S
a
n
g
a
）
の
一
人
、
ラ
ー
デ
ン
・
ラ
フ
マ
ッ
ト
は
ス
ナ

ン
・
ア
ン
ペ
ル
（
S
u
n
a
n

A
m
p
e
l
）
の
称
号
を
送
ら
れ
、
東
部
ジ
ャ
ワ
の
ス
ラ
バ
ヤ
で

布
教
に
従
事
し
た
。
彼
は
ジ
ャ
ワ
に
は
い
る
前
、
パ
レ
ン
バ
ン
で
布
教
を
行
な
い
、

一
四
四
〇
年
以
前
に
マ
ジ
ャ
パ
イ
ト
王
家
の
パ
レ
ン
バ
ン
知
事
ア
ル
ヤ
・
ダ
マ
ル
を

イ
ス
ラ
ム
に
改
宗
さ
せ
た
と
言
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、
パ
レ
ン
バ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
化
の
画
期
は
、
大
体
一
五
　
　
1
4
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

世
紀
前
半
の
頃
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以
後
パ
レ
ン
バ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
化
か
進
行
す
る

け
れ
ど
も
、
こ
の
地
を
支
配
し
た
ス
ル
タ
ン
で
は
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
人
物
と

し
て
、
ス
ル
タ
ン
・
ジ
ャ
マ
ル
ッ
デ
ィ
ン
・
チ
ャ
ン
デ
ィ
ワ
ラ
ン
（
S
u
l
t
a
n

J
a
m
a
l
u
d
d
i
n

C
a
n
d
i
w
a
l
a
n
g
）
が
い
る
。
彼
は
、
一
六
六
二
年
か
ら
一
七
〇
六
年
ま
で
パ
レ
ン
バ
ン

を
支
配
し
た
。
さ
ら
に
、
パ
レ
ン
バ
ン
に
は
後
代
の
ス
ル
タ
ン
墓
（
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ

Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｊ
Ａ
‐
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｇ
）
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
一
七
五
六
年
に
死
亡
し
た
ス

ル
タ
ン
・
マ
フ
ム
ー
ド
・
バ
ダ
ル
ッ
デ
ィ
ン
ー
世
（
S
u
l
t
a
n

M
a
h
m
u
d
B
a
d
a
r
u
d
d
i
n

ご
、
そ
の
息
子
ス
ス
フ
ナ
ン
・
ア
フ
マ
ド
・
ナ
ジ
ャ
ム
ッ
デ
ィ
ン
ー
世
と
孫
の
ス
ル



タ
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
バ
ハ
ウ
ッ
デ
ィ
ン
（
S
u
l
t
a
n

M
u
h
a
m
m
a
d
B
a
h
a
u
d
d
i
n
）
が
葬
む
ら
れ
て
い
る
。

二
、
パ
レ
ン
バ
ン
の
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
運
動

　
ス
マ
ト
ラ
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
改
革
運
動
の
先
進
地
は
、
西
部
の
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
方
は
世
界
で
も
稀
な
母

系
制
社
会
と
し
て
文
化
人
類
学
者
や
社
会
学
者
の
関
心
を
惹
き
つ
け
て
き
た
所
で
あ
る
が
、
イ
ス
ラ
ム
の
聖
地
メ
ッ
カ
ヘ
の
巡
礼

が
盛
ん
な
土
地
で
も
あ
っ
た
。
ア
ラ
ビ
ア
半
島
で
起
っ
た
イ
ス
ラ
ム
改
革
を
目
ざ
す
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
運
動
に
影
響
を
受
け
た
十
九
世

紀
前
半
の
パ
ド
リ
運
動
、
カ
イ
ロ
で
活
躍
し
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ブ
ド
ゥ
ー
の
改
革
思
想
に
影
響
さ
れ
て
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二

〇
世
紀
前
半
に
及
ん
だ
カ
ウ
ム
・
ム
ダ
（
回
ロ
ョ
ー
ぎ
ぼ
若
ぃ
世
代
）
達
観
等
が
、
こ
の
地
で
隆
盛
を
極
め
て
い
る
。
特
に
後
者
が
大
　
　
1
4
4

‐

き
な
刺
激
剤
と
な
り
、
一
九
回
一
年
の
一
一
月
、
中
部
ジ
ャ
ワ
の
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
イ
ス
ラ
ム
改
革
団
体
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
　
　
一

が
設
立
さ
れ
た
。

　
Ｋ
・
Ｈ
・
ア
フ
マ
ド
・
ダ
フ
ラ
ン
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
は
、
当
初
ジ
ャ
ワ
で
の
支
部
作
り
に
精
力
を
傾
け

た
後
、
一
九
二
六
年
、
ジ
ャ
ワ
以
外
で
は
初
め
て
の
支
部
を
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
の
パ
ダ
ン
・
パ
ン
ジ
ャ
ン
に
設
立
す
硯
。
謂
わ
ば
、

ス
マ
ト
ラ
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
改
革
運
動
の
逆
輸
入
で
あ
っ
た
。

　
所
で
、
パ
レ
ン
バ
ン
の
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
支
部
は
一
九
二
八
年
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ

の
支
部
よ
り
多
大
の
賛
助
を
受
け
た
と
言
わ
れ
る
。
パ
レ
ン
バ
ン
支
部
の
歴
史
的
経
過
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
触
れ
る
余
裕
が
な

い
の
で
、
次
に
貝
体
的
な
活
動
状
況
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
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ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
運
動
の
内
容
は
、
イ
ス
ラ
ム
に
混
在
し
た
異
教
・
異
端
的
要
素
を
排
除
す
る
イ
ス
ラ
ム
純
化
運
動
（
宗
教
改
革

運
動
）
、
学
校
教
育
と
社
会
福
祉
活
動
の
三
本
柱
よ
り
成
っ
て
い
る
。
宗
教
改
革
運
動
の
具
体
的
事
例
に
関
し
て
は
稿
を
改
め
る
こ

と
に
し
て
、
特
に
学
校
教
育
を
中
心
に
説
明
を
加
え
る
。

　
デ
ー
タ
が
少
し
古
い
（
一
九
七
四
年
）
け
れ
ど
も
、
現
在
と
大
差
は
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
パ
レ
ン
バ
ン
で
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー

が
経
営
し
て
い
る
学
校
の
数
と
教
員
・
生
徒
数
を
先
ず
見
る
こ
と
に
す
る
。
小
学
校
（
Ｓ
Ｄ
）
二
八
中
学
校
（
Ｓ
Ｍ
Ｐ
）
七
、
高
等

学
校
（
ｓ
Ｍ
Ａ
）
二
、
宗
教
教
師
養
成
学
校
（
Ｋ
Ｅ
コ
ョ
Ｆ
）
一
、
そ
の
他
職
業
系
や
宗
教
系
の
学
校
を
入
れ
て
総
数
三
八
校
、
そ
こ

で
軟
え
る
教
師
四
一
〇
名
、
生
徒
数
は
八
、
一
五
五
人
で
あ
っ
た
。
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
の
学
校
は
私
立
で
あ
り
、
学
校
運
営
資
金
は

ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
本
部
か
ら
の
援
助
と
自
前
で
調
達
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
か
ら
は
殆
ん
ど
補
助
を
受
け
て
い
な
い
。
そ
れ
で
　
　
一

は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
宗
教
学
校
は
と
も
か
く
と
し
て
、
普
通
科
の
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
小
・
中
・
高
等
学
校
の
　
　
1
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

場
合
、
パ
レ
ン
バ
ン
で
は
普
通
教
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
政
府
発
行
の
も
の
を
使
用
、
即
ち
公
立
学
校
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
こ

れ
に
反
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
の
宗
教
教
育
に
間
す
る
も
の
は
、
南
ス
マ
ト
ラ
支
部
で
作
っ
た
独
目
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
使
っ
て
い
た
。

宗
教
教
育
に
費
す
時
間
数
は
、
小
・
中
・
高
等
学
校
を
通
じ
て
、
公
立
学
校
で
は
週
二
時
間
で
あ
る
の
に
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
学

校
で
は
週
八
時
間
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
パ
レ
ン
バ
ン
に
限
ら
ず
、
全
国
平
均
の
よ
う
で
あ
る
。

　
次
に
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
普
通
校
で
行
な
わ
れ
て
い
る
宗
教
教
育
の
内
容
に
目
を
向
け
よ
う
。
例
を
高
等
学
校
に
と
る
と
、
イ

ス
ラ
ム
に
関
す
る
も
の
（
P
e
n
d
i
d
i
k
a
n

A
g
a
m
al
s
l
a
m
）
と
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
に
つ
い
て
の
事
柄
（
K
e
‐
M
u
h
a
m
m
a
d
i
y
a
h
a
n
）
の
二

つ
を
中
心
と
し
て
い
た
。
聖
典
コ
ー
ラ
ン
に
間
す
る
授
業
で
一
例
を
示
す
と
、
コ
ー
ラ
ン
の
定
義
（
Ｆ
回
匹
と
９
「
ぽ
」
、
コ
ー

ラ
ン
に
盛
ら
れ
た
内
容
（
ｒ
乱
自
Ｉ
コ
Ｅ
と
を
「
ぎ
」
、
コ
土
フ
ン
記
帳
史
（
S
e
j
a
r
a
h

P
e
m
b
u
k
u
a
n

A
I
Q
u
r
’
a
n
）
、
少
し
づ
つ
構
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成
さ
れ
た
コ
ー
ラ
ン
（
A
I

Q
u
r
'
a
n

D
i
t
u
r
u
n
k
a
n

B
e
r
a
n
g
s
u
r

a
n
g
s
u
r
）
と
法
確
定
に
お

け
る
コ
ー
ラ
ン
の
系
統
性
（
S
i
s
t
i
m
a
t
i
k
a

A
IQ
u
r
’
a
n

D
a
l
a
m
M
e
n
e
t
a
p
k
a
n

H
u
k
u
m
）

で
あ
り
、
高
校
二
年
次
で
教
え
ら
れ
て
い
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
パ
レ
ン
バ
ン
の
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
第
二
高
等
学
校
（
Ｓ
Ｍ
Ａ

Ｍ
ｕ
ｈ
ａ
ｍ
ｍ
‐

a
d
i
y
a
h

l
こ
に
お
い
て
、
一
年
生
の
英
語
の
授
業
参
観
を
許
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
様
子

を
紹
介
す
る
。
校
舎
は
お
世
辞
に
も
立
派
と
は
言
え
ず
、
教
材
も
不
足
が
ち
の
よ
う

で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
教
師
や
生
徒
達
の
英
語
を
学
習
し
よ
う
と
す
る
熱
意
は
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
た
’
。
た
だ
、
授
業
の
程
度
が
、
日
本
で
は
中
学
校
三
年
で
教
え
　
　
一

ら
れ
て
い
る
内
容
で
あ
り
、
若
干
の
隔
り
が
あ
る
よ
な
に
感
じ
ら
れ
た
。
全
体
的
に
　
　
1
4
6

教
師
・
生
徒
と
も
に
の
ん
び
り
し
て
お
り
、
受
験
に
追
い
ま
く
ら
れ
て
い
る
日
本
の
　
　
一

高
校
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
た
。

　
最
後
に
、
社
会
福
祉
活
動
に
つ
い
て
少
し
触
れ
た
い
。
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
で
は
社
会
福
祉
活
動
の
一
環
と
し
て
、
病
院
と
診
療

所
（
巴
Ｆ
Ｆ
）
及
び
孤
児
院
（
Ｊ
Ｉ
と
孚
§
）
を
経
営
し
て
い
る
。
パ
レ
ン
バ
ン
で
は
病
院
は
ま
だ
な
い
が
、
診
療
所
と
孤
児
院
が

そ
れ
ぞ
れ
Ｉ
ケ
所
づ
つ
あ
っ
た
。
概
し
て
、
パ
レ
ン
バ
ン
に
お
い
て
は
学
校
教
育
に
ウ
エ
イ
ト
が
か
け
ら
れ
、
社
会
福
祉
活
動
は

今
一
歩
の
印
象
を
受
け
た
。
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お
わ
り
に

　
以
上
、
パ
レ
ン
バ
ン
に
お
け
る
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
運
動
に
つ
い
て
、
極
め
て
皮
相
的
に
述
べ
て
き
た
。
パ
レ
ン
バ
ン
で
は
こ
の

ほ
か
に
、
我
々
調
査
員
と
国
立
イ
ス
ラ
ム
大
学
（
I
A
I
N

R
a
d
e
n
F
a
t
a
h
）
の
教
師
・
学
生
達
と
の
間
で
、
イ
ス
ラ
ム
に
関
す
る
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
な
っ
た
。
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
は
、
全
国
に
一
四
校
あ
る
こ
の
大
学
の
教
師
と
学
生
の
か
な
り
の
部
分
に
支
持

者
を
獲
得
し
て
い
る
。
パ
レ
ン
バ
ン
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
運
動
に
賛
同
す
る
人
々
が
多
い
と
言
う
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
所
で
、
パ
レ
ン
バ
ン
の
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
会
員
・
監
査
役
の
数
は
、
や
は
り
Ｉ
〇
年
く
ら
い
前
の
デ
ー
タ
に
拠
ら
ざ
る
を
え
な

い
が
、
八
七
六
名
で
あ
り
、
正
式
な
会
員
数
は
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
の
会
員
に
は
三
つ

の
種
類
が
あ
る
。
第
一
は
会
員
（
吋
回
ｏ
ｇ
）
で
、
会
費
を
払
い
正
式
に
登
録
し
て
い
る
人
々
。
二
番
目
は
賛
助
者
（
Ｉ
ヨ
召
Ｆ
～
）

で
、
寄
付
を
し
た
り
行
事
を
支
援
す
る
人
達
。
第
三
は
大
家
族
（
K
e
l
u
a
r
g
a

B
e
s
a
こ
で
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
の
病
院
・
孤
児
院
・

学
校
関
係
者
や
学
生
・
生
徒
ま
で
含
む
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
運
動
に
支
持
を
表
明
し
て
い
る
人
々
の
総
数
は
、

か
な
り
の
数
に
の
ぽ
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
も
あ
れ
、
ス
マ
ト
ラ
に
お
け
る
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
運
動
、
ひ
い
て
は
イ
ス
ラ
ム
改
革
運
動
は
、
従
来
西
ス
マ
ト
ラ
の
ミ
ナ
ン

カ
バ
ウ
に
お
け
る
運
動
の
み
が
強
調
さ
れ
る
き
ら
い
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
パ
レ
ン
バ
ン
（
南
ス
マ
ト
ラ
）
に
お
い
て
も
こ
の

運
動
が
、
地
味
で
は
あ
る
が
着
実
に
進
展
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
あ
る
程
度
確
認
で
き
た
と
思
う
。
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史
的
実
地
調
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に
お
け
る
成
果
報
告
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

三
度
に
わ
た
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
調
査
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
今
永

清
二
教
授
に
、
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
加
え
て
、
的
は
ず
れ
な
質
問
に
も
心
よ
く
応
じ
て
い
た
だ
き
、
そ
の

上
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
ー
関
係
の
資
料
を
多
数
提
供
し
て
下
さ
っ
た
ム
ハ

マ
デ
ィ
ヤ
ー
南
ス
マ
ト
ラ
地
区
委
員
長
H
.
M
.
R
a
s
y
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d

T
h
a
l
i
b
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に
対
し
て
も
、
心
よ
り
の
謝
辞
を
述
べ
る
。
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